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異次元の悲しみ（Ⅱサムエル1：17-27）
人はなにを愛するかによって人生が左右されます。皆さんは、なにを愛しているでしょうか。なんと言おうと、実際に愛しているものによって人生は左右されます。涙を流すことも喜ぶ内容もそれによって変わります。また、なにを希望しているか、希望の内容も変わります。Ⅱサムエル記が始まります。なにを愛する人になるべきなのかという内容からスタートしています。Ⅰサムエル記は、ダビデと関わっている人々が全員死ぬ、そのような結末を迎えます。そして、Ⅱサムエル記は、ダビデの時代が開かれる書になります。
だれかがダビデのところに来て、サウル王が死んだという知らせを告げます。常識的な基準で考えたときに、サウル王が死んだという知らせを聞いて、ダビデはどのように反応するでしょうか。サウルがどうやってダビデをいじめたかということはもうすでにご存知でしょう。どれだけ辛かったら、死の影の谷を歩むという表現までするでしょうか。ダビデの立場からすれば、サウルはまったく敵のような存在です。このようにも考えられるでしょう。サウルがいなければ、私はこのように生きていなかったはずなのに。サウルさえいなくなれば、私の人生は変わるはずなのに。十分、そのようにも考えられると思います。そんなサウル王が死んだという知らせを聞いたのです。どんな反応が出るのが正常でしょうか。日本語で言います。「やったー！」。それが普通でしょう。しかし、ダビデはその知らせを聞いて、想像している反応とは違いました。サウルの死の前でダビデは本当に悲しんで涙を流しました。サウルが死んだという知らせを告げに来た人はこういう人です。「サウルがけいれんしているときに、私が首を切りました」。サウルとダビデは敵同士だと思っていたからそう言ったでしょう。私がサウルを殺したと言えば、ダビデは自分になにかくれると思って。実際、その報告した人が、サウルを殺したのではありません。しかし、嘘をついてでもダビデはその事実に喜ぶと思っていたのです。だれが見てもサウルが死んでダビデが喜ぶだろうと考える状況だったのです。しかし、ダビデはその事実を聞いて悲しんで涙を流しました。そして、サウルを殺したと告げに来た人を処刑したのです。ダビデが詩を作りました。サウルとヨナタンが死んだ内容を記録しながら、すべての民がこれを歌うようにしたのです。なぜダビデはそのようなことをしたのでしょうか。人格が優れているからでしょうか。心が広い人だからでしょうか。普通の人とはなにが違ったのでしょうか。

ダビデはまったく異次元の悲しみを持っている人です。言い替えますと、普通の人とはまったく次元が違う愛を持っていた人です。「やったー」と言わず、涙を流したのです。自分をあれほど苦しめた人が死んだのに、その事実を知って涙したのです。利害関係や人間関係に捕らわれないということです。なぜそうできたでのしょうか。ダビデは契約を愛している人でした。言い替えますと、福音を愛している人でした。本当に福音を愛しているのであれば、敵だと思っていた人が死んでも涙を流します。サウルを普段から尊敬して、サウルを好きだったわけではありません。ダビデは以前からずっと同じ告白をしています。主が油そそがれた者。契約のためにイスラエルの王として立てられた人。その人がどんなにめちゃくちゃだとしても契約を中心に見ると、その人は選ばれた人なのです。残念なことと憎むこととは違います。そういう意味です。サウルを見ていたのではなく、契約を愛していたからです。契約のために立てられていた人が死んだから涙を流したのです。
契約を愛するとは、どういうことでしょうか。契約がどれほど大事なのかということを知っていたのです。福音とキリストがどれだけ貴重なのかという事実を知っていました。契約だけが私たちの人生の唯一の希望です。その内容を皆さんは知っているでしょうか。教会に通っても、神学を学んだとしても、知らない人はたくさんいます。唯一という言葉をとても嫌います。また、単語を使っているとしてもその感覚がありません。すると、福音を愛することはできないでしょう。福音がすべてで、それ以外はすべてちりあくただと告白ができないのです。しかし、パウロは他のものはすべてちりあくただと言えるくらい福音が貴重だと思っていました。イエス様がおっしゃいました。マルコとルカの福音書でこう言っています。わたしについてくるには、あなたがたの十字架を背負ってついてきなさい。どういうことでしょうか。契約が自分のいのちより大切だということです。地球上にいのち以上に大切なものがあるでしょうか。いちばん貴重ないのちより貴重だと告白しています。契約はそういうものです。キリスト、福音とはそういうことです。ダビデはこの事実を知っていました。契約と絡んでいることを大事に思っていました。契約がとても貴重なので、すべてを契約中心に見るようになります。善と悪を契約中心に見るのです。契約に従うものを善として、契約を拒むものを悪とみなすのです。これが契約を愛するという意味です。損益を契約中心に見ます。私が損をするとしても契約に益となるのであれば、それが益なのです。どんなに良いことだとしても契約にマイナスなのであれば、それは益ではありません。また、悲しみと喜びの基準も契約中心に見ます。契約が栄えることが喜びです。契約が隠され閉ざされることが、私の悲しみです。自分が苦しくなることが悲しみではありません。サウル王が死んだので「ああ、うれしい」という次元ではないということです。神様から油そそがれた人が、契約の先頭に立っているものが、異邦人に殺されてしまいました。とても悲しい。個人的な感情に捕らわれないのです。本当に強い人です。契約を愛しているので。契約を愛している人は、契約が守られることを望んでいます。世の風習をもって契約を続けて攻撃します。また、大義名分をもって契約が契約とならないように攻撃します。また、正しいのかまちがっているのか、合っているのか間違っているのかというものをもって契約を妨げます。サタンはこういうものをもって契約をどんどん攻撃するのです。こういうものに惑わされずに契約を守り抜くことです。Onlyイエスを最後まで待つことです。これが契約を愛することです。ダビデは契約をしっかり握っていたので「やったー」という場面で悲しんだのです。
契約を愛する人は、１部でも言いましたが、教会を愛する人です。サウルとの個人的な感情の関係で話しているのではありません。サウル王が殺されながら異邦人によってイスラエルは完全にめちゃくちゃな状態になった事実を聞きました。イスラエルは単なる国ではありません。いまで言うなら、教会です。イスラエルがどれだけ大切な場所なのかということを知っていたのです。単純な国ではなく、この契約を成し遂げるための契約共同体だということを知っていました。エクレシアという言葉を使うでしょう。うわべを見ると同じように見えますが、実際はそうではありません。王が必要でないのに王を立てました。王があって組織があるように見えますが、他の国と同じように思ってはいけません。滅びるべきすべての国々からそれらを救うために選ばれた民です。ですから、エクレシアと呼びます。ダビデは、イスラエルという国を見るとき、その目で見ていました。今現在は、ダビデは王ではありません。サウルが王でサウルの国だったのです。その国が崩れてしまったのです。イスラエルが攻撃をされ、教会が崩れたということに対して悲しんだのです。個人的な感情が入る余地もありません。教会は、イエス様が主人です。私たち人間のものではありません。わたしはこの岩の上に、わたしの教会を建てます。教会はいろいろな形があると思います。いろいろな人々が集まります。大きいところもあれば小さいところもあります。また、内部にいろいろな問題があるかもしれません。そのような目で見てはいけないのです。教会は、いのちよりも大事な契約のために選ばれた人々が集まる場所です。その教会が崩れることに対して悲しんだのです。なにを愛するかによって、喜びも悲しみも基準が変わります。また、教会はキリストのからだです。エペソ1：23、後で探して見てください。Ⅰコリント8：12、12：27。この概念で説明している箇所がたくさんあります。直接、キリストのからだと表現されている聖書の箇所を選びました。キリストのからだとはどういう意味でしょうか。キリストと同じだということです。兄弟に罪を犯したのであれば、キリストに罪を犯すことですと言っています。ダビデは教会を見る目が違っていました。こういう場所なので世の光となるのです。教会は世の唯一なる希望です。
また、イエス様が直接このようにおっしゃいました。地でつながれば、天でもつながる。地でほどかれるのであれば、天でもほどかれる。教会によって世の中の運命が左右されるということです。そうであれば教会を愛さなければいけません。私によくしてくれるので、合うからという次元ではなくて。教会はどれだけ貴重で大切なところなのかということがわかればそうなるでしょう。福音がどれだけ貴重なのかということを知っているので福音を愛するわけです。貴重なものを知っているので他のことを乗り越えることができます。もしこの愛がなければ他のものをなにか愛するでしょう。それを中心につまずいてしまいます。人間はすべて同じです。なにを愛するかによって人生が左右されます。なにを愛するでしょうか。皆さんの才能を愛しているでしょうか。家族を愛しているでしょうか。もちろん愛するべきです。憎みなさいということではありません。しかし、この愛の中にいなければいけないのです。そうでなければ、愛という名のもと奴隷になるしかありません。まったく自由がありません。愛という名のもと、このものすごい祝福を逃してしまいます。ダビデのような、パウロのような人生を見て、まったく理解できないでしょう。この愛ではなくて、他の愛にはまっている人は理解できません。ある人は、情もないのか。家庭もないのかと言います。家庭をかえりみるなということではありません。パウロは、これがとても好きだったので、一生独身で生きました。結婚しないでということではありません。なにを愛するかによってすべてが変わります。契約を愛しているのであれば、自然に教会を愛するようになります。この愛がある人たちに、現場に対する愛が生まれます。ダビデには、この愛がありました。現場に向けられた愛が神様の愛です。この愛があるので、現場を愛するのです。現場を愛するので、この部分が愛になります。今日からまことの愛の主人公になってください。現場はどんなにもがいても滅亡するしかありません。常に滅びている状態だと、またこれからも滅びます。たましいが死んでいます。最初から滅びる運命をもって生まれています。その証拠として、世の風習に従ってサタンについて行くようになりました。誠実に生きている人は、その誠実さをもってサタンに従って行くようになります。傷を持っている人は、その傷を抱えてサタンについて行くようになります。お金をたくさん持っている人は、その富をもってサタンについて行くようになります。貧しい人は、その貧しさをもってサタンについて行くようになります。空中の権威を持っているものに従って生きるしかないのです。絶対にそうしないようにしようと心に決めるからできるわけではありません。正確に言うとこうです。私が、サタンについて行かないようにしようということを考えることすらできないのです。本能からサタンに従って生きるしかない存在になっているのです。この世がこうなったり、ああなったり変わることによって簡単に判断しないでください。そのように思ってしまうと教会は何なのか、教会の大切さも気づくことができません。教会より病院がもっと貴重に見えるでしょう。世を知らないのです。世はこういう場所です。世に頼らないでください。
こういう世の中ですが、また錯覚をして生きています。創世記3章、4章、自分がうまくいけば、すべてうまくいくと錯覚しています。お金がたくさんあって豊かになれば幸せだと錯覚しています。創世記11章、バベル塔の事件です。一生懸命生きて、また発展して大きくなれば、それで成功だと思っています。それなのにいつもつまずいてしまいます。それが世の中です。絶対に希望はありません。根本を見てもやっている事がらを見ても希望はありません。しかし、神様はこの世を愛されています。ヨハネ3：16で、また、弟子を受け入れながらこのようにおっしゃいます。ヨハネ17：20、今この弟子たちのためだけではなく、この人たちのことばを聞いて信じる人がたくさんいます。彼らのために。ですから、イエス様が最後に復活のメッセージをしました。すべての民族に出ていき、地の果てにまで。それはどういう意味ですか。この滅亡の時代、神様に敵対する時代です。悪霊を神様だと拝んでいるそのような世界です。創造主の神様を獣に代えて拝んでいる世界です。しかし、そのような世を神様は愛されています。ですから、教会があることを知っています。この滅亡の時代に、滅亡の世に、福音を正しく伝えられるのは教会だけなのです。教会を本当に愛するなら現場も愛するようになって、現場を本当に神様の目で愛するのであれば教会が大切だということを知るのです。自分と合わないかもしれません。しかし、私と一緒にいる人は、この滅亡の世の中を生かせる唯一な人なのです。ですから、個人的な感情をもってそれらが隠されないように、私は導かれなければいけません。それを愛と言います。とても大切だということを知っているので。私たちにはそういう実力はありません。ですから、十字架の愛の前で私がもう一度ひざまずかなければいけないのです。私は神様の聖霊によって力を得られるように祈らなければなりません。教会を愛する人にならなければいけません。福音を本当に知っているのであれば。内容が複雑なのではありません。サタンが複雑に作っていろいろな方面から攻撃するから複雑になるのです。1部でも言いましたが、歯を食いしばって自分自身をイエス様の前に立たせることです。この世が与えることができない幸せをすでに与えられたので、それを深く味わってください。その瞬間だけでもすべてを忘れるくらいに味わわなければいけません。知らない人はそれを愚かだと言っています。それは霊的な世界を知らないからです。サタンがしていることと悪霊を知らないからです。私ではなく神様が御使いを遣わして働かれているということを知らないからそういうことを言っているわけです。

一度質問してみてください。私はなにによって悲しんでいるのか。皆さんの悲しみはなにですか。私は好きな人がいるけれども、私を見てくれません。それが悲しいでしょうか。行きたい職場があるけれども行けなかったでしょうか。家事を一生懸命して料理を作ったのですが、それを旦那さんがあまり見てくれないでしょうか。人にあまりなにかを求めないでください。なにを愛するのでしょうか。また、なにによって悲しんでいるのでしょうか。日本の現場を見てください。ここに住んでいるので、あまり感覚がないかもしれません。滅亡の条件をすべて取り揃えています。偶像がとても高い次元でいろいろ知れ渡っています。後進国でやっているようなものとはまた違います。実際、中身の内容を見れば同じですが、しかし、文化といううわべをもってきれいにいろいろ包んでいるのです。警戒心を持つのではなく、すべての人がプライドを持てるような、自負心を持てるようなものに作りあげています。かえってこれに参加して同意しない人に対しては、ちょっと欠けている人、足りない人だと思っています。だから、仲間外れにしたりします。神様がいちばん嫌われることなのに。人間主義が世界一位です。神という存在自体を根っこから認めません。認めない証拠として、八百万の神々があります。聖書の神ではなくても、絶対的な神というものが他の国にはあります。日本には全くそれがありません。“絶対”という言葉をいちばん嫌う国です。なぜなら、人間が神だからです。人間が神だということを否定することなので、唯一の神を本当に嫌います。それでたいしたことのない八百万の神々を作り上げるのです。木の葉っぱをもって神と言ったりします。ですから、神様は認めません。これが理解できるでしょうか。家庭教育と学校の教育をとおして、骨の奥深くまで刻まれています。それなのに経済的には成長しています。礼儀が正しいです。良いと思っています。災いの危機におかれているということを知らないのです。これが日本の現場です。これを見て本当の意味で悲しむまことの愛を持っている人になるべきです。47都道府県をキャンプしている理由の中のひとつです。本当に神様のたましいで思っている人がいるのではないか、私の国の災いをともに悲しむ人がいるのではないかということを期待して回っているのです。受け入れたからといって、すべての人がそういう人ではありません。教会に長い間通ったからそういう人になるわけではありません。福音を愛して教会を愛して現場を愛してこそ、その悲しみを理解することができます。皆さんはなにによって悲しんでいるでしょうか。この日本の現場の教会はどうなっているでしょうか。完全に滅びの危機に陥っています。存続自体が難しい状態です。時間が経てば無くなるようになっています。教会として名を掲げていますが、力のある大きな教会などはまったく別のところに関心が行っています。それを見て悲しまなければいけません。私たちが偉いということではありません。私たちも同じくこれを見て悲しめるようになるべきです。

また、信徒はどういう状態でしょうか。創世記3章、6章、11章に引っかかっています。なにを食べるか着るか、生活が中心になっています。実際、福音には関心がありません。そのような信徒の姿を見て悲しむべきです。皆さんだけでも決断してください。結果がどうであれ、良心的に決断してください。私は他のものを愛するのではなくて、契約を愛する。契約を愛して、福音を愛して、教会を愛する。そして、現場を愛する人になる。「そのようになるようにしてください」と祈ってください。これがⅡサムエル記のスタートです。ダビデをとおして、私たちは確認して学ぶべきです。私たちはダビデよりもこの愛にもっと縛られている存在です。なぜならイエス様の十字架と復活によってすべてが明らかになったからです。1部の礼拝のメッセージもしっかり参考にしてください。うまくいかないでしょうか。弱さがあるでしょうか。複雑な問題があるでしょうか。イエス様の愛の中に深く入るようにというサインです。どんなにもがいても変わりません。変わろうとせずに、イエス様という愛の中に深く入ってください。やってみてください。そして、まことの次元が違う愛を味わってください。ダビデのときではなく、今この時代にそのような愛の人が必要です。その愛から生まれるまことの涙を流せる人が必要です。
（祈り）
神様。感謝いたします。私たちを地獄から解放してくださった主を賛美します。福音を悟り、愛することができるようにしてくださったことを感謝します。教会がどれだけ貴重なのかを知って愛することができますように。福音が確実に必要な滅亡の現場を愛することができますように。そして、無駄なことに時間を取られないようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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